第52回アイソトープ・放射線研究発表会における
放射線教育に関するパネル討論の案内
（1） テーマ：北から南から福島を踏まえた放射線教育の全国展開パートⅢ
　　　　　　　　　― 新たな中学校放射線授業への展望 ―
（2） 日時：　平成２７年７月１０日(金) １３：００～１５：３０
（3） 場所：　東京大学 弥生講堂　一条ホール
（4） 主催：　日本アイソトープ協会
（５）内容：　学習指導要領改訂によって放射線記述が３０年ぶりで復活した中学校理科教科書が４年に一度の改訂時期を迎えている。すでに検定済みの教科書見本が本年５月から公開されており、来年度からの使用される教科書について、福島第一原子力発電所事故を踏まえた放射線に関わる記述の充実を窺うことができる。
今回のパネル討論会では教科書による授業実践に焦点を当てるが、中学校で現在使用している教科書、来年度から使用される教科書、さらには、放射線副読本などをもとに、これからの望ましい授業のあり方について意見を交換する。実践報告としては、福島県、東京都、九州、及び初めての四国の計４校の先生方を招聘する。
　
（６）プログラム
各地での実践事例の報告
実践事例１「長崎市の中学における実践事例について」
長崎市立東長崎中学校、　　　　　　前田 幸司
実践事例２「東京都の中学校における実践事例について ～義務教育で放射線を
学ぶことの意味～」
東京都世田谷区立千歳中学校　　　　青木 久美子
実践事例３「桑折町の中学における実践事例について」
福島県伊達郡桑折町立醸芳中学校　　斎藤 勇雄
実践事例４「徳島市の中学校における実践事例について」
徳島県立城ノ内中学校　　　　　　　紅露 瑞代
講演「検定申請された中学校教科用図書に見られる放射線記述の傾向」　
聖光学院中学・高等学校　　　　　　畠山 正恒　　　　
　　　　　　　　座長：宮川 俊晴　  放射線教育フォーラム/日本原燃㈱
パネル討論「今後の中学校の放射線授業の展望について」
座長：高畠 勇二　  全国中学校理科教育研究会顧問　　　　　
